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風
化
と
復
興
の
は

フ
グ
シ
マ
の
現

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
と
し
て
、
安
倍
晋
三
首
相
が
唐
突
に

要
請
し
た
学
校
の
一
斉
休
校
～
。

対
応
に
追
わ
れ
た
福
島
市
内
の
豊
里

保
育
で
は
、
指
導
員
ら
が
「
ま
た
、
見

え
な
い
敵
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
ね
」

と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
。
「
見
え
な
い

敵
」
と
回
想
し
た
の
は
、
重
恩
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
で
市
内
に
降
り
注
い

だ
放
射
性
物
質
の
こ
と
で
あ
る
。

風
化
す
る
原
発
事
故

こ
の
豊
里
保
育
で
は
毎
年
、
東
日
本

大
震
災
（
2
0
1
1
年
）
が
起
き
た
日

時
に
合
わ
せ
て
黙
祷
す
る
。
指
導
員
の

山
崎
郁
子
さ
ん
（
仮
名
）
が
小
学
1
、

2
年
生
の
児
童
に
「
今
日
は
何
の
日
王

と
声
を
か
け
る
と
「
東
日
本
の
日
だ
よ

ね
」
「
津
波
で
い
っ
ぱ
い
人
が
死
ん
だ
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
だ
が
、
直

後
に
起
き
た
福
島
第
一
原
発
事
故
に
触

れ
た
児
童
は
い
な
か
っ
た
。
長
年
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
山
崎
さ
ん

は
「
（
児
童
た
ち
の
）
家
庭
で
は
原
発

事
故
の
話
は
し
て
い
な
い
」

こ
の
学
童
保
育
の
周
辺
は

放
射
線
量
が
や
や
高
く
、

ツ
ト
も
あ
っ
た
。
事
故
後
、
児
童
ら
は

外
で
遊
べ
ず
、
室
内
で
お
と
な
し
く
過

ご
し
た
。
保
護
者
ら
は
顔
を
合
わ
せ
る

た
び
に
放
射
線
の
不
安
を
口
に
し
た
。

あ
れ
か
ら
9
年
。
除
架
の
効
果
も
あ

り
、
放
射
線
量
は
下
が
っ
た
。
公
園
で

は
子
ど
も
の
遊
ぶ
姿
が
日
常
の
光
景
に

な
っ
た
。
周
辺
に
は
住
宅
が
建
ち
、
学

童
保
育
を
見
学
す
る
親
子
も
増
え
た
。

山
崎
さ
ん
が
「
地
域
の
空
気
が
変
わ
っ

た
」
と
感
じ
た
の
は
2
、
3
年
前
だ
。

山
崎
さ
ん
は
見
学
に
訪
れ
る
保
護
者

に
、
以
前
の
放
射
線
量
を
伝
え
て
き
た

が
、
気
に
す
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

あ
る
と
き
「
だ
っ
て
（
放
射
能
を
気
に

し
て
い
た
ら
）
住
め
な
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
あ
っ
さ
り
言
わ
れ
、
「
原
発
事

故
は
過
去
の
こ
と
な
の
か
」
と
複
雑
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。

原
発
事
故
の
風
化
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
の


